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第17回全国大会（多摩大学開催）報告およびお礼

大会運営を支えてくれた多摩大学の学生

1.



2018年度ICCO短期集中セミナーを沖縄・名桜大学で主催して 

松居事務局長の説明を聞きながら発表準備 名護市東江の海岸で名護湾を望む

「誰が民謡（うた）を唄うのか？」発表風景 名桜大学・北部生涯学習推進センターにて

2.



2019年度第18回全国大会に向けて 

次期全国大会
2019年7月6～7日　長崎大学
（5日にエクスカージョンを予定）

共通論題・自由論題の応募をお待ちしております。

【共通論題の募集】締め切りは2018年12月末（必着）
【自由論題の募集】締め切りは2019年3月末   （必着）

3.



【共通論題１】 文化触変論の適用可能性と理論的拡張の試み
　――アフリカ、東南アジア、21世紀
馬場孝（代表）、松田素二、岡田建志、加藤裕治

【共通論題２】スポーツと国民意識の形成
鈴村祐輔（代表）、冨田幸祐、浜田幸絵

４.

第17回　全国大会　発表要旨



【共通論題３】「二重排除」を生きる「弱者」たち
――女性・高齢者をめぐる「排除」の文化・社会的構造の分析

　　相原征代（代表）、中山佳子、久保実希、吉岡剛彦（総評）

５.



【共通論題4】 日本への留学生と彼らのその後
̶̶中国・韓国・台湾の比較の観点から
　　加藤恵美（代表）、金香男、野口真広、鄭成

【共通論題5】グローバル化する原爆の記録
「̶ヒロシマ・ナガサキ」の形成と展開

根本雅也（代表）、桐谷多恵子、楊小平、竹峰誠一郎、藤田賀久（ディスカッサント）

6.



【共通論題６】日欧比較文化再考
　松居竜五（代表）、シルヴァン・カルドネル、
杉本バウエンス・ジェシカ、ミロシュ・デブナール

7.



【自由論題A】 
戦争、反戦、テロリズム

【自由論題B】
異文化の理解と交流

　桐谷多恵子（司会）、阿部碧、中野聡、
　大和裕美子、飯森明子

8.

　斎川貴嗣（司会）、閻秋君、
王媛、中川拓哉



【自由論題C】
文学から見る文化と思想

9.

菅野敦志（司会）、王佳超、島貫悟、菅野敦志、高橋梓

【自由論題D】
歴史を記憶し現代に生かす試み

　倉真一（司会）、太田哲、
藤田賀久、葉柳和則、山口祐香



【自由論題E】
画像・映像による文化理解
安田震一（司会）、原友理枝、

深松亮太、マスキオ・パオラ、閔愛善

10.



【自由論題G】
現代アジアへの視座

【自由論題F】
ツーリズムの創出と可能性

太田哲（司会）、斉藤理、
デラコルダ川島ティンカ、堂下恵、韓準祐

菅野敦志（司会）、齋藤絢、
田中孝枝、中島成久、齋藤大輔

11.



【自由論題I】理論的考察

山脇千賀子 （司会）、市岡卓、武市一成、照屋理

【自由論題H】マイノリティへの視座

牧田東一（司会）、大山貴稔、
小島望、細谷功、石川孝樹

12.



エクスカージョンのご報告

記念艦「みかさ」にて記念写真

ヴェルニー記念館内の
3トンスチームハンマー

三浦按針夫妻の供養塔（塚山公園）

浄土寺で逸見ご住職の解説

13.



国際文化学会　若手研究者紹介

国際文化学が意味づける研究と教育

今回の「国際文化学会　若手研究者紹介」のコーナーには、高橋梓氏（近畿大学）と目黒志帆美氏
（石巻専修大学）にご寄稿を頂きました。

14.

年会費納入のお願い
機関紙刊行や学会運営に支障をきたします
ので2018年度の会費を未納の方は速やかに
お振込をお願い致します。

ゆうちょ銀行　00210－2－138408
日本国際文化学会



　目黒志帆美氏（石巻専修大学助教 ）は、第8回平野健一郎賞を受賞され、第17回の全国大会
において表彰式が行われました。受賞論文は「ハワイ王国に写し出されるアメリカ―マーク・ト
ウェインの『ハワイ通信』にみる「自国認識』」です。

第8回平野健一郎賞の受賞式

15.

国際文化学会　若手研究者紹介



　今回の全国大会は神奈川県藤沢市の多摩大学湘南キ
ャンパスで開催されました。今年度は例年以上に多くの
共通論題および自由論題のセッションが開かれ、会員を
はじめとした研究者、学生、ならびに一般の方など沢山の
方が参加され、活気にあふれました。「国際文化」に関す
る間口は広く、歴史から現代の社会現象に至るまで様々
な形で「知の再武装」が求められているのを実感しました。
　このニューズレターが皆様に届く頃は、あの熱く燃えた
夏の全国大会の余韻が徐々にさめていくように涼しくな
っていると見受けます。秋学期のご講義やご校務などで
お忙しい日々が続くかと存じますが、なにとぞご自愛くだ
さいませ。また来年の全国大会でお会いするのを楽しみ
にしております。【学会事務局：大場】

事務局からのお知らせ

【研究会募集のお知らせ】

【年報『インターカルチュラル』博士論文紹介記事の投稿を募集しています】

全国大会に携わった本学部の教職員及び学生達

16.
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